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第5世代モバイル推進フォーラム（5GMF）
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設立:2014年9月30日(ARIB 2020 and Beyond AdHocを継承) 
目的:・産官学連携による革新的な研究開発の推進

・国際標準化の支援、国際連携の推進
・日本における５Ｇ実証試験との連携と支援

2019年度総会にて規約改定
地域利用推進委員会の新設
通信ニーズの一層の多様化を受け、地域の個別ニーズに応
えるローカル５Ｇの利用促進

地域会員制度の新設
地域利用推進委員会の新設に伴い、地方自治体等の幅
広い参加促進のため、地方自治体とその関連団体を対象と
した会員制度を新設



地域利用推進委員会

活動目的
5G時代における通信ニーズのより一層の多様化を受け、携帯電話事業者が提供する全国
系サービスに加え、地域の個別ニーズに応える5Gを活用したシステム(ローカル5G等)の利用
促進を図る

活動内容
地域利用推進委員会は以下のような活動を行っています
⚫ローカル5G等の地域利用に関する地方展開及び産業利用の推進のため、地域利用の
導入支援

⚫地域の産官学等の連携を支援し、地域課題に取組む活動の育成に関する支援
⚫海外展開等の発展の支援を図るため、国際機関・海外団体との連携、並びに国内外へ
の情報発信
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地域利用推進委員会 活動紹介
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本マニュアルは、ローカル5Gを構築しようとす
る方々の助けとなるよう、無線局免許申請
に際しての具体的な手続きを支援する手引
きを紹介しています。
制度変更にあわせ、改版予定

本ガイドブックは、ユースケースの紹介等によ
りローカル5Gの導入を支援する手引きです。
会員企業が考える地域で利用可能なユー
スケースを紹介しています。

下記からダウンロードできます。
https://5gmf.jp/download/

下記からダウンロードできます。
https://5gmf.jp/download/
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①ローカル5Gの状況

③ローカル5G免許取得

②ニューノーマル時代のユースケース



新しい通信環境作り - ローカル5G

⚫ 2019年12月より制度開始
⚫ 企業や自治体等が、自らの建物や敷地内でスポット的に柔軟に5Gネットワー
クを構築し、5Gサービスを運用可能とする

富士通,セミナー資料
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通信事業者5G・ローカル5Gの比較
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ローカル5G免許人・申請者
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⚫ 2020年3月 富士通、QTネットが本免許取得
⚫ 10/1現在、本免許は12者が取得

総務省, 2020/10/28



令和２年度地域課題解決型ローカル５Ｇ等の実現に向けた開発実証
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総務省, 報道発表資料,2020/10/16
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ローカル5G本免許 運用事例
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[高精細映像]ｘ[AI分析]ｘ[ローカル5G]が期待されている

富士通, プレスリース, 2020/3/28



制度変更：多様なユースケースを実現できる周波数

NTTdocomo KDDI Rakuten Mobile SoftBank KDDI

NTTdocomo

ローカル5G
候補帯域

100MHz⇅ 100MHz⇅ 100MHz⇅ 100MHz⇅ 100MHz⇅

100MHz⇅

Rakuten Mobile

400MHz⇅

NTTdocomo

400MHz⇅

KDDI

400MHz⇅

SoftBank

400MHz⇅

「総務省 情報通信審議会 情報通信技術分科会 新世代モバイル通信システム委員会報告資料」を基に富士通が作成

3.7
GHz

28
GHz

4.5
GHz 200MHz⇅ 100MHz⇅

ローカル5G
候補帯域

ローカル5G
候補帯域

100MHz⇅ 800MHz⇅

2019年12月
ローカル5G割当帯域

13富士通, セミナー資料



4GLTE

制度変更：システムのシンプル化、高度化

5G-NR5G-NR

5G EPC 5G Core

NSA SA

導入・運用の容易化：SA(Stand Alone)システムの実現
屋外エリアでの利用 ：Sub6周波数対応の実現

⚫ 4.7GHz帯の導入により
SAが実現可能

⚫ 屋外でも利用できる
周波数 (4.8GHz)

14富士通, セミナー資料



アップリンクの速度向上
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ローカル5Gでは、高精細映像の送信など、アップリンク容量アップの要求が高い
利用目的にあわせ、ダウンリンクとアップリンクの比率変更が可能

大手通信事業者

High 
Recognition
MRI・CT

Private/Local 5G

High
Definition

富士通, セミナー資料
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①ローカル5Gの状況

③ローカル5G免許取得

②ニューノーマル時代のユースケース



ニューノーマル時代の「ワークライフ」
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ワークとライフが共存仕事と家庭の切り分け



ニューノーマル時代の「ワークライフ」
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人が集まるのが当たり前 情報だけが集まる



ニューノーマル時代の「ワークライフ」
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人が動くのではなく情報が動く



自治体での5G利用ニーズ
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地場産業(畜産・農業の効率化, 支援)

労働力(作業の安全確保, 遠隔操作)

医療・介護(緊急搬送, 遠隔診療, 見守り)

防災(避難路支援, 監視)

観光(VR/映像, スポーツ観戦・運営支援)

教育(遠隔教育, 支援)



FUJITSU CONFIDENTIAL

ローカル5G

ものづくり

21富士通, セミナー資料



FUJITSU CONFIDENTIAL Copyright 2020 FUJITSU LIMITED

ローカル5G

観光・スポーツ

22富士通, セミナー資料



FUJITSU CONFIDENTIAL

ローカル5G

教育

23富士通, セミナー資料
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①ローカル5Gの状況

③ローカル5G免許取得

②ニューノーマル時代のユースケース



ローカル5G運用までの流れ

手続き

①ローカル5G無線局免許申請、②ローカル5G特定無線局免許申請、③IMSI(端末設備識別番号)指定
申請、④電気通信事業登録もしくは登録変更について4～5ヵ月前から準備が必要。

【ポイント】

総合通信局への
事前相談
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総合通信局への事前相談時の4つのポイント

他者土地利用の場合、設置や電波調整、運用の制限が伴う場合がある1

【ポイント1】 設置場所の詳細を明確化する

※出展元資料：総務省
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総合通信局への事前相談時の4つのポイント

電波干渉の調整と同意に数週間の期間を要する場合がある2

【ポイント2】 電波のカバーエリア、調整対象区域を整理する
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総合通信局への事前相談時の4つのポイント

IMSI(端末設備識別番号)の指定に数週間の期間を要する場合がある3

【ポイント3】 設備の運用形態、サービス内容(電気通信事業にあたるか、自らの利用のみか)を整理する

※出展元資料：総務省
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総合通信局への事前相談時の4つのポイント

電気通信事業にあたる場合、準備含め数ヵ月の期間を要する場合がある4

【ポイント4】 設置場所、サービス内容、ネットワーク構成を整理する

※出展元資料：総務省
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免許申請から免許交付までの流れ

・ 性能的に信頼できる無線設備を利用すること
・ 電波強度などを適切に設計し、調整運用できること

前提として

審査の不適合、運用中に他者へ電波干渉を与えてしまう等のトラブルを避けるためにも、、
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ありがとうございました


